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共食 朝食欠食の改善

�· 
栄養バランスの

I t' ， 
生活習慣病の予防), し ？ 家族や仲間と、 � 朝食の摂取は、

� 
良い食事 ,IL ， 適正体墜の

会話を楽しみながら 健康的な生活習慣に 主食・主菜・副菜の \ 維持や減塩に努めて、＇ ， 食べる食事は、 心も体も つながります。 『 組み合わせた食事で、 ： 生活習慣病を＇ 元気にします。 � ゞ バランスの良い , 予防します。

食生活になリます。
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歯や口腔の健康 ? 

食の安全 災害への備え 環境への配慮（講和）
よくかんで ＇ 食品の安全性等についての いつ起こるかも知れない SDGsの目標である

食べることにより '", • 基礎的な知識をもち、 災害を意識し、 非常時のための 持続可能な社会を達成するため、
歯の発達・維持、 り� � 自ら判断し行動する力を 食料品を備蓄して 環境に配慮した

食べ物による窒息を 簑います。 おきましょう。 農林水産物・食品を購入したり、

防ぎます。 ' 食品ロスの
削減を進めたりします。

第4次具体的な目標(P.17参照） 第4次具体的な目標(P.17参照）

I
第4次具体的な目標(P.17参照）
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地産地消等の推進 農林漁業体験
C 日本の食文化 ， 食育の推進• 

＇ 地域でとれた 農林漁業を体験して、 '., の継承 ＇ 生涯にわたってii. 昏農林水産物や被災地食品等を 食や農林水産業への 地域の郷土料理や 心も身体も健康で、
消費することは、 理解を深めます。

， •I 伝統料理等の食文化を 質の高い生活を送るために
食を支える農林水産業や ·, 大切にして、 次の世代への . 「食」について考え、

地域経済の活性化、 環境負荷 継承を因ります。 食育の取組を応援します。
の低減につながります。

第4次具体的な目標(P.17参照） 第4次具体的な目標(P.17参照） 第4次具体的な目標(P.17参照） 第4次具体的な目標(P.17参照）
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詳しくは食育ピクトグラムのこ案内【農林水産省】 https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/pictgram/index.html
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r第4次 推進
新型コロナのパンデミックで、生命や生活のみならず行動・意識・価値観をも一変させました。

農林水産業や食品産業にも大きな影響を与え、
世界中が大打撃を受ける中、家庭での食育の重要性が高まりました。

食

。
食育に関心を持っている
国民を増やす

〇累器ば」をご品品

0 ば悶髯品はゲ思う人が

育

霞＿
圏一
園

基 本

②朝食又は夕食を家族と一緒に

食べる「共食」の回数
③地域等で共食したいと思う人が
共食する割合

計 画

� 目標 具体的な目標値 諏値(R2年度）目標値(R7年度］

①食育に関心を持っている国民の割合 83.2% 

週9.6回

70.7% 

J目標

90%以上

週11回以上

75%以上

〇朝食を欠食する国民を減らす 躙一
④朝食を欠食する子供の割合 4.6%(R元年度） 0% 

⑤朝食を欠食する若い世代の割合 21.5% 15%以下

月9.1回(R走度）

。学校給食における地場産物を
活用した取組等を増やす 堕

⑧学校給食における国産食材を使用する割合
（金額ペース）を現状値（令和元年Ill)から維持 ・ 向上し
た都道府県の割合ほ）

⑨主食•主菜 ・ 副菜を組み合わせた食事を
1日2回以上ほぽ毎日食べている国民の割合
⑲主食・主菜 ・ 副菜を組み合わせた食事を1日
2回以上ほぽ毎日食べている若い世代の割合

90%以上

。栄養バランスに配慮した
食生活を実践する国民を増やす 図

⑥栄簑教論による地場産物に係る食に関する
指導の平均取組回数

⑦学校給食における地場産物を使用する割合
（金Illペース）を現状値（令和元年度）から維持 ・ 向上し
た都道府県の割合（注）

月12回以上

90%以上

36.4% 

27.4% 

50%以上

40%以上

⑪1日あたりの食塩摂取盤の平均値 10.1g (R元年度） Sg以下

280.5gCR志国）

100g未満の者の割合61.6%CR志E度）

生活習慣病の予防や改善のために、

。
ふだんから適正体重の維持や
減塩等に気をつけた食生活を
実践する国民を増やす

同

350g以上

⑭生活習慣病の予防や改善のために、

ふだんから適正体菫の維持や減塩等に

気をつけた食生活を実践する
国民の割合

64.3% 

30%以下

75%以上

o: 裟沿な:
んで食ぺる II 

〇悶翌克悶誓増やす II 悶し内喜岱悶翌息閃盃誓悶、
9ティア団体等に

® 農林漁業体験を経験した
国民を増やす

n ⑰悲林漁業体験を経験した
＇ 国民1世帯）の割合

。
産地や生産者を意識して農林水産物 ・ 産地や生産者を意識して農林水産物 ・ 食品
食品を選ぷ国民を増やす 図図 t選ぶ国民の割合

e:: 醤芸字砕
物 ・

図堕畠翌は雷慮した塁林水産物 ・ 食品を選ぶ

0ばt翌翌盆は認
‘の

図悶翌は合；巳翌t悶贔］民の割合
⑪地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な
料理や作法等を継承し 、伝えている国民の割合
⑫郷土料理や伝統料理を
月1回以上食べている国民の割合

⑮ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合 47.3% 

36.2 万人(R元年度）

65.7% 70%以上

73.5% 80%以上

67.1% 75%以上

゜
地域や家庭で受け継がれてきた
伝統的な料理や作法等を継承し、
伝えている国民を増やす 霞

76.5%(R元年度）

50.4% 

44.6% 

55%以上

37万人以上

80%以上

55%以上

50%以上

゜
食品の安全性について
基礎的な知識を持ち、
自ら判断する国民を増やす

⑪食品の安全性について基礎的な知識を持ち、

自ら判断する国民の割合 75.2% 80%以上

。推進計画を作成 ・ 実施している
市町村を増やす 霞

⑭推進計画を作成 ・ 実施している
市町村の割合 87.5%(R元年度） 100% 

食育とSDGs
SDGsが国際的目標として
掲げられるより10年前、
日本では、 「食育基本法」が施行。
SDGsの17の目標が当てはまる。（下記参照）
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が
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際
的
目
標

す
る
た
め、

第
4
次
食
育
推
進
基
本
計
画
が

2
0
2
1
年
3
月
に
発
表。

食
育
基
本
計
画
は、

食
育
を
推
進

5
カ
年
計
画
で
具
体
的

な
目
標
を
定
め
た
も
の
で
す。

食
育
基
本
法
成
立
の
翌
年、

2
0

0
6
年
（
平
成
18
年）

に
初
め
て
こ

の
計
画
が
発
表
さ
れ、

2
0
1
0
年

（
平
成
22
年）
ま
で
の
目
標
に
「

周
知」

が
設
定
さ
れ
ま
し
た。
第
2
次
は
「
実

践」、

第
3
次
は
「

実
践
の
輪
の
拡

大」、

そ
し
て
第
4
次
は
重
点
課
題

が
「

国
民
の
健
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「
社
会
・
環
境
・

文
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「

横
断
的」

と
多
角
的
な
視

点
か
ら
な
る
と
い
う
意
味
で
「

融
合

と
調
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で
す。

食
育
が
浸
透、
普
及
す
る
に
つ
れ、

よ
り
課
題
が
見
え
て
く
る
こ
と
で、

具
体
的
な
目
標
が
増
え
て
い
ま
す。

（
次
ペ
ー
ジ
参
照）

（注）学校給食における使用食材の割合（金額ベー ス、 令和元年度）の全国平均は、 地場産物52.7%、 国産食材87%となっている。 
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